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図Ⅰ－１－１ 

Ⅰ 検討の背景と進め方について 

表Ⅰ－１－１ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 



図Ⅰ－２－１ 

表Ⅰ－２－１ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）を加工 
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Ⅱ 外部電源設備について 

図Ⅱ－１－１ 

表Ⅱ－１－１ 
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表Ⅱ－１－２ 
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表Ⅱ－１－３ 
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表Ⅱ－１－４ 
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表Ⅱ－１－５ 
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表Ⅱ－１－６ 



図Ⅱ－１－８ 

図Ⅱ－１－７ 

５５０ｋＶガス絶縁開閉装置（ＧＩＳ） 
出典株)日本パワーシステムズ ＨＰ 



送電線回線別 遮断器種類 設置年 損壊等

大熊線１号線（275kV) ABB 1978 ×

大熊線２号線（275kV) ABB 1978 ×

大熊線３号線（275kV) GIS 建設中 ○

大熊線４号線（275kV) ABB 1973 ○

夜の森線１号線（66kV） GIS 1993 ○

夜の森線２号線（66kV） GIS 1993 ○

富岡線１号線（500kV） ABB 1980 ○

富岡線２号線（500kV） ABB 1980 ○

高起動変圧器用（500kV) GIS 1994 ○

66kV開閉設備 GCB 1979 ○

66kV開閉設備 GIS 2003 ○

牡鹿幹線１号（275kV) ＧＩＳ 1982 ○
牡鹿幹線２号（275kV) ＧＩＳ 1982 ○
松島幹線１号（275kV) ＧＩＳ 1999 ○
松島幹線２号（275kV) ＧＩＳ 1999 ○
１号起動変圧器用（275kV） ＧＩＳ 1982 ○
２号起動変圧器用（275kV） ＧＩＳ 1993 ○
３号起動変圧器用（275kV） ＧＩＳ 1999 ○
塚浜支線（66kV） ＧＩＳ 1993 ○
むつ幹線１号（500kV） ＧＩＳ 2003 ○
むつ幹線２号（500kV） ＧＩＳ 2003 ○
高起動変圧器用（500kV) ＧＩＳ 2003 ○
東北白糠線（66kV） ＧＩＳ 1998 ○
高起動変圧器用（66kV) ＧＩＳ 2003 ○
低起動変圧器用（66kV) ＧＩＳ 2003 ○
東海原子力線１号線（275kV） ABB 1976 ○
東海原子力線２号線（275kV） ABB 1976 ○
起動変圧器用（275kV） ABB 1976 ○
原子力線１号線
　予備変圧器用（154kV）

GCB 2003 ○

女川 １～３号機

東通 １号

東海第二 -

発電所、号機

１，２号機

３，４号機

５，６号機

１，２，３，４号機

福島第一

福島第二

表Ⅱ－１－７ 
発電所 号機 電圧階級 評価設備 評価部位 評価結果（裕度）注

500kV ガス絶縁開閉装置 ブッシング 2.04

500kV 気中遮断器（空気） 中間碍子 2.10

66kV ガス絶縁開閉装置 タンク 3.00

66kV 気中遮断器（ガス） 架台 2.70

275kV ガス絶縁開閉装置 ブッシングタンク 2.72

66kV ガス絶縁開閉装置 ブッシング架台 1.33

500kV ガス絶縁開閉装置 ブッシング 2.72

66kV ガス絶縁開閉装置 ブッシング架台 1.34

154kV 気中（ガス遮断器） ケーブルヘッド 0.6

275kV 気中（空気遮断器） 避雷器がいし 1.32

福島第二

注：耐震評価はJEAG5003-2010「変電所等における電気設備の耐震設計指針」の基準に基づく耐震強度基準値に対し、
　　当該設備が有する耐震強度との比較により評価。

１～４号

女川 １～３号

東通 １号

東海第二 ―

表Ⅱ－１－８ 



図Ⅱ－１－９ 

Ｖ吊長幹支持がいしの折損 
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図Ⅱ－２－１ 



Ⅲ 所内電気設備について 

図Ⅲ－１－１ 

表Ⅲ－２－１ 

福島第一 福島第二 女川 東海第二 

敷地 
高さ 

１～４号機： 
１０ｍ 

５～６号機： 
１３ｍ 

１２ｍ １４．８ｍ ８ｍ 

想定津
波高さ

※ 

５．４～ 
５．７ｍ 

５．１～ 
５．２ｍ 

９．１ｍ ４．９ｍ 

津波遡
上高さ 

１４～ 
１５ｍ 

６．５～ 
７ｍ 

（１号機建屋南
側のみ 
１４～ 
１５ｍ） 

１３ｍ ５．４ｍ 

津波の被害を受けた４発電所の比較 

※：土木学会の手法による平成１４年評価値 
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4月9日記者発表

図Ⅲ－２－１ 

〔福島第一原子力発電所〕 

図Ⅲ－２－２ 

新潟県技術委員会、Google等の公開資料に保安院が加筆 
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図Ⅲ－２－４ 

〔福島第二原子力発電所〕 

新潟県技術委員会、Google等の公開資料に保安院が加筆 



図Ⅲ－２－５ 

図Ⅲ－２－６ 

新潟県技術委員会、Google等の公開資料に保安院が加筆 

設置許可記載
の津波高さ

9.1m

海水ポンプ

原子炉建屋附属棟
（非管理区域）

原子炉建屋
（管理区域）

取水路

敷地高さ 13.8m

基準水位0m

潮位計の観測記録 約13m※

配管・ケーブル
洞道など

熱交換器

補機冷却水ポンプ（Ｂ）系

循環水ポンプトリップ用
レベル計貫通部

海水浸入経路

※ 今回の地震発生によ
る地殻変動（－約１ｍ）
を考慮した値

補機冷却水ポンプ（Ａ）
系は健全であった

その他、所内ボイラの重油タンク倒壊あり 

〔女川原子力発電所〕 



〔東海第二発電所〕 

新潟県技術委員会、Google等の公開資料に保安院が加筆 

図Ⅲ－２－７ 

図Ⅲ－２－８ 

常用系パワーセンタが設置されている取
水口電気室が水没 

（非常用パワーセンタは原子炉複合建屋
に設置されており、被水・水没なし） 



図Ⅲ－３－１ 

図Ⅲ－３－２ 



図Ⅲ－３－３ 

表Ⅲ－３－１ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）を加工 



表Ⅲ－３－２ 

表Ⅲ－３－３ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）を加工 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 



表Ⅲ－３－４ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 

図Ⅲ－３－４ 



表Ⅲ－３－５ 

表Ⅲ－３－６ 



表Ⅲ－３－６ 

表Ⅲ－４－１ 
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Ⅳ 冷却設備について 

表Ⅳ－２－１ 

表Ⅳ－２－２ 
出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 



出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

１号機の冷却系の一覧 

冷却系 
設置 
場所 

電源 
ポンプ冷却 

機器 

津波襲来
以降の使
用可否 

備考 

炉心 
スプレイ系 

（ＣＳ） 
R/B地下 交流 CCSW × 

電源・冷却機
器ともに喪失 

格納容器 
冷却系 
（ＣＣＳ） 

R/B地下 交流 CCSW × 
電源・冷却機
器ともに喪失 

補機冷却
用海水系 
（ＣＣＳＷ） 

屋外 交流 - × 
本体冠水 
電源喪失 

高圧注水
系 

（ＨＰＣＩ） 
R/B地下 

直流 
（弁操作・補
機駆動源） 

- × 電源喪失 

非常用 
復水器 
（ＩＣ） 

R/B4階 

直流 
（格納容器外
側弁操作） 

交流 
（格納容器内
側弁操作） 

- 不明＊ 

電源喪失 
＊一時的に電源
回復が見られて
弁操作を実施し
ている 

図Ⅳ－２－１ 

表Ⅳ－２－３ 



図Ⅳ－２－３ 

図Ⅳ－２－２ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 



図Ⅳ－２－４ 

図Ⅳ－２－５ 
出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 



出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

図Ⅳ－２－６ 

表Ⅳ－２－４ 



出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

図Ⅳ－２－７ 

表Ⅳ－２－５ 



表Ⅳ－２－６ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

図Ⅳ－２－８ 



図Ⅳ－２－１０ 

使用済燃料プール冷却系統図 

図Ⅳ－２－９ 

使用済燃料プール冷却系統図 



図Ⅳ－２－１１ 

図Ⅳ－２－１２ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 



Ⅴ 閉込機能に関する設備について 

図Ⅴ－１－１ 

図Ⅴ－１－２ 



図Ⅴ－１－３ 

図Ⅴ－１－４ 



図Ⅴ－１－５ 



図Ⅴ－１－６ 

図Ⅴ－１－７ 



単位：ｍＳｖ/ｈ 

図Ⅴ－１－８ 

図Ⅴ－１－９ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



単位：ｍＳｖ/ｈ 

図Ⅴ－１－１０ 

図Ⅴ－１－１１ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



単位：ｍＳｖ/ｈ 

図Ⅴ－１－１２ 

図Ⅴ－１－１３ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



単位：ｍＳｖ/ｈ 

図Ⅴ－１－１４ 

図Ⅴ－１－１５ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



図Ⅴ－１－１６ 

図Ⅴ－１－１７ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



単位：ｍＳｖ/ｈ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

図Ⅴ－１－１８ 

図Ⅴ－１－１９ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



図Ⅴ－１－２０ 

図Ⅴ－１－２１ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



単位：ｍＳｖ/ｈ 

図Ⅴ－１－２２ 

図Ⅴ－１－２３ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 



図Ⅴ－１－２４ 

図Ⅴ－１－２５ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 
注）測定結果については、配管等の内部汚染と壁等の表面汚染の区別はされていない。 

出典：東京電力(株)公表資料 



単位：ｍＳｖ/ｈ 

図Ⅴ－１－２６ 

図Ⅴ－１－２７ 

単位：ｍＳｖ/ｈ 

出典：東京電力(株)公表資料 

出典：東京電力(株)公表資料 



図Ⅴ－１－２８ 

図Ⅴ－１－２９ 

トップフランジ評価（解析） 

出典： （財）原子力発電技術機構：重要構造物安全評価（原子炉格納容器信頼性実証事業）に関する総括報告書：平成15年3
月4、4.構造挙動試験 4.1項SCV試験 

ハッチモデル試験供試体の加圧時のフランジ開口 

機器ハッチ評価（試験） 



図Ⅴ－１－３０ 

図Ⅴ－１－３１ 



図Ⅴ－１－３２ 

図Ⅴ－１－３３ 

出典：ＪＮＥＳ資料 

出典：ＪＮＥＳ資料 



図Ⅴ－１－３４ 

図Ⅴ－１－３５ 

出典：ＪＮＥＳ資料 

出典：ＪＮＥＳ資料 



図Ⅴ－１－３６ 

図Ⅴ－１－３７ 

出典：ＪＮＥＳ資料 

出典：ＪＮＥＳ資料 



図Ⅴ－２－１ 

図Ⅴ－２－２ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 



表Ⅴ－２－１ 

図Ⅴ－２－３ 

出典：３号機事故時運転操作手順書（シビアアクシデント）（東京電力(株)）抜粋 



図Ⅴ－２－４ 

図Ⅴ－２－５ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 



図Ⅴ－３－１ 

図Ⅴ－４－１ 
出典：福島原子力事故調査報告書（中間報告）（平成２３年１２月２日、東京電力(株)） 



図Ⅴ－４－２ 

図Ⅴ－４－３ 

出典：福島原子力事故調査報告書（中間報告）（平成２３年１２月２日、東京電力(株)） 

出典：福島原子力事故調査報告書（中間報告）（平成２３年１２月２日、東京電力(株)）を加筆 



図Ⅴ－４－４ 

図Ⅴ－４－５ 

（出典）中部電力資料 



図Ⅴ－４－６ 

図Ⅴ－４－７ 

出典：ＪＮＥＳ資料 

出典：ＪＮＥＳ資料 



表Ⅴ－４－１ 

表Ⅴ－５－１ 



Ⅵ 指揮･計装制御設備及び非常事態への対応体制等について 

表Ⅵ－１－１ 

図Ⅵ－１－１ 



表Ⅵ－２－２ 

図Ⅵ－１－２ 
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耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第一原子力発電所１号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 4730 6110 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

計算値：93MPa 

評価基準値：222MPa 

モーメント (kN・m) 45900 62200 

軸力 (kN) 5250 3890 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 4270 5080 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

計算値：98MPa 

評価基準値：411MPa 

モーメント (kN・m) 55900 64200 

軸力 (kN) 2070 1560 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 3060 3370 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

計算値：103MPa 

評価基準値：196MPa 

モーメント (kN・m) 15300 16600 

軸力 (kN) 1020 792 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 21.2 26.4 

制御棒（挿入性） 

評価基準値：40.0mm 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.96 1.29 原子炉停止時冷却系ポンプ 

（基礎ボルト） 

計算値：8MPa 

評価基準値：127MPa 

震度（鉛直） (G) 0.58 0.54 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.60 0.57 

震度（鉛直） (G) 0.51 0.32 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.18.70m）＞ 主蒸気系配管 

計算値：269MPa 

評価基準値：374MPa 

 

原子炉停止時冷却系配管 

計算値：228MPa 

評価基準値：414MPa 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
遮
へ
い
壁
） 

＜原子炉遮へい壁（O.P.16.14m）＞ 

（水平） （鉛直） 

（水平） （鉛直） 

※シミュレーション解析上 

生じると考えられるピーク 

固　有　周　期　（秒）

震
　
度

0.05 0.5

シミュレーション解析結果（NS方向）
シミュレーション解析結果（EW方向）
基準地震動Ss（NSEW包絡）

1F-1  RSW  O.P. 16.14m（ 減衰2.5％ ）
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シミュレーション解析結果（EW方向）
基準地震動Ss（NSEW包絡）
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別添資料１ 地震による設備・機器等への影響 

図ⅰ－１ 



耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第一原子力発電所２号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 4960 5110 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

計算値：29MPa 

評価基準値：222MPa 

モーメント (kN・m) 22500 25600 

軸力 (kN) 5710 4110 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 7270 8290 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

計算値：87MPa 

評価基準値：278MPa 

モーメント (kN・m) 124000 153000 

軸力 (kN) 3110 2350 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 2590 3950 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

計算値：122MPa 

評価基準値：300MPa 

モーメント (kN・m) 13800 21100 

軸力 (kN) 760 579 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 16.5 33.2 

制御棒（挿入性） 

評価基準値：40.0mm 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.97 1.21 残留熱除去系ポンプ 

（電動機取付ボルト） 

計算値：45MPa 

評価基準値：185MPa 

震度（鉛直） (G) 0.56 0.70 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.54 0.68 

震度（鉛直） (G) 0.52 0.37 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜中間階（O.P.18.70m）＞ 主蒸気系配管 

計算値：208MPa 

評価基準値：360MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値：87MPa 

評価基準値：315MPa 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
遮
へ
い
壁
） 

＜原子炉遮へい壁基部（O.P.13.91m）＞ 

（水平） （鉛直） 

（水平） （鉛直） 

※シミュレーション解析上 

生じると考えられるピーク 

固　有　周　期　（秒）

震
　

度

0.05 0.5

1F-2 R/B　O.P. 18.70m( 減衰2.0％ )

シミュレーション解析結果（NS方向）
シミュレーション解析結果（EW方向）
基準地震動Ss（NSEW包絡）
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1F-2 R/B O.P. 18.70m（ 減衰2.0％ )

0.1 1
0

5

10

15

20

固　有　周　期　（秒）

震
　
度

0.05 0.5

シミュレーション解析結果（NS方向）
シミュレーション解析結果（EW方向）
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1F-2  RSW  O.P. 13.91m（ 減衰2.0％ ）
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図ⅰ－２ 



耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第一原子力発電所３号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 4970 5750 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

計算値：50MPa 

評価基準値：222MPa 

モーメント (kN・m) 30400 41700 

軸力 (kN) 5780 4900 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 7070 8150 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

計算値：158MPa 

評価基準値：278MPa 

モーメント (kN・m) 123000 153000 

軸力 (kN) 2930 2080 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 2440 3010 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

計算値：100MPa 

評価基準値：300MPa 

モーメント (kN・m) 13600 16600 

軸力 (kN) 783 681 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 14.8 24.1 

制御棒（挿入性） 

評価基準値：40.0mm 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.95 1.34 残留熱除去系ポンプ 

（電動機取付ボルト） 

計算値：42MPa 

評価基準値：185MPa 

震度（鉛直） (G) 0.57 0.81 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.55 0.61 

震度（鉛直） (G) 0.53 0.29 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.32.30m）＞ 

 

主蒸気系配管 

計算値：151MPa 

評価基準値：378MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値：269MPa 

評価基準値：363MPa 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
遮
へ
い
壁
） 

＜原子炉遮へい壁（O.P.16.68m）＞ 

（水平） （鉛直） 

（水平） （鉛直） 

 

※シミュレーション解析上 

生じると考えられるピーク 

 

固　有　周　期　（秒）
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度
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図ⅰ－３ 



耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第一原子力発電所４号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 4790 4000 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ssによる荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 38900 28000 

軸力 (kN) 6660 6020 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 6840 4910 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 113000 79900 

軸力 (kN) 2460 1170 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 

地震時炉心シュラウドの取替工事中で 

炉心シュラウド無し 
－ モーメント (kN・m) 

軸力 (kN) 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 

地震時定期検査中で 

燃料集合体全取出し中 
－ 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.96 0.68 残留熱除去系ポンプ 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

震度（鉛直） (G) 0.58 0.71 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.55 0.39 

震度（鉛直） (G) 0.52 0.25 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜中間階（O.P.18.70m）＞ 

  

 

主蒸気系配管 

シュラウド取替工事に伴う

安全処置にて隔離中につき

評価不要 

 

残留熱除去系配管 

計算値：124MPa 

評価基準値：335MPa 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
遮
へ
い
壁
） 

＜原子炉遮へい壁中央（O.P.19.43m）＞ 

（水平） （鉛直） 

固　有　周　期　（秒）
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図ⅰ－４ 



耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第一原子力発電所５号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 5200 6830 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

計算値：53MPa 

評価基準値：222MPa 

モーメント (kN・m) 32200 43500 

軸力 (kN) 5940 5060 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 8290 8830 
原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

原子炉格納容器バウンダリ 

は、容器が開放中につき、 

機能維持不要 

モーメント (kN・m) 150000 169000 

軸力 (kN) 3320 1820 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 2640 2820 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

計算値：84MPa 

評価基準値：300MPa 

モーメント (kN・m) 16600 15700 

軸力 (kN) 754 842 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 

地震時定期検査中で 

全制御棒が挿入されていた 
― 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.94 1.17 残留熱除去系ポンプ 

（電動機取付ボルト） 

計算値：44MPa 

評価基準値：185MPa 

震度（鉛直） (G) 0.55 0.68 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.56 0.67 

震度（鉛直） (G) 0.53 0.32 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.21.70m）＞ 

 

 

 

  

 

 

主蒸気系配管 

計算値：244MPa 

評価基準値：417MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値：189MPa 

評価基準値：364MPa 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
遮
へ
い
壁
） 

＜原子炉遮へい壁（O.P.19.68m）＞ 

 

（水平） （鉛直） 

（水平） （鉛直） 
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耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第一原子力発電所６号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 5260 3950 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 18500 11700 

軸力 (kN) 9470 5930 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 21400 17700 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

原子炉格納容器バウンダリ 

は、容器が開放中につき、 

機能維持不要 

モーメント (kN・m) 403000 314000 

軸力 (kN) 5570 3200 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 6110 3880 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

基準地震動 Ssによる荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 36000 23800 

軸力 (kN) 1190 882 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 

地震時定期検査中で 

全制御棒が挿入されていた 
― 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 1.14 0.71 残留熱除去系ポンプ 

（電動機取付ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

震度（鉛直） (G) 0.67 0.41 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.55 0.53 

震度（鉛直） (G) 0.51 0.20 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.13.20m）＞ 

 

 

 

 

  

 

 

主蒸気系配管 

計算値：211MPa 

評価基準値 375MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値： 88MPa 

評価基準値 335MPa 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
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原
子
炉
遮
へ
い
壁
） 
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耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第二原子力発電所１号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 5340 3860 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 15000 11000 

軸力 (kN) 9410 7930 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 20300 11800 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 341000 185000 

軸力 (kN) 6460 3170 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 6550 4740 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

基準地震動 Ssによる荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 41800 29800 

軸力 (kN) 1180 1110 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 14.2 9.1 

制御棒（挿入性） 

評価基準値：40.0mm 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 1.02 0.66 残留熱除去系ポンプ 

（電動機取付ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

震度（鉛直） (G) 0.80 0.48 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.54 0.32 

震度（鉛直） (G) 0.63 0.24 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.38.70m）＞ 主蒸気系配管 

計算値：272MPa 

評価基準値：375MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値：161MPa 

評価基準値：335MPa 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
遮
へ
い
壁
） 

＜原子炉遮へい壁（O.P.32.13m）＞ 
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耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第二原子力発電所２号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 4730 2420 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 15200 12100 

軸力 (kN) 8440 5280 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 25000 15100 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 381000 228000 

軸力 (kN) 13800 8410 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 3420 2760 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

基準地震動 Ssによる荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 21000 19400 

軸力 (kN) 1310 819 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 14.4 7.2 

制御棒（挿入性） 

評価基準値：40.0mm 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.92 0.75 残留熱除去系ポンプ 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

震度（鉛直） (G) 0.70 0.43 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.53 0.30 

震度（鉛直） (G) 0.62 0.28 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.18.00m）＞ 主蒸気系配管 

計算値：164MPa 

評価基準値：374MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値：104MPa 

評価基準値：364MPa 

床
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答
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ペ
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ト
ル
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原
子
炉
遮
へ
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壁
） 
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耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第二原子力発電所３号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 5220 4060 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 17900 11800 

軸力 (kN) 8700 6120 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 26700 16400 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 433000 325000 

軸力 (kN) 9740 6420 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 4990 2980 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

基準地震動 Ssによる荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 31800 19000 

軸力 (kN) 1080 787 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 15.5 9.9 

制御棒（挿入性） 

評価基準値：40.0mm 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.91 0.72 残留熱除去系ポンプ 

（電動機取付ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

震度（鉛直） (G) 0.70 0.56 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.53 0.34 

震度（鉛直） (G) 0.62 0.26 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.18.00m）＞ 

 

主蒸気系配管 

計算値：319MPa 

評価基準値：375MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値：111MPa 

評価基準値：327MPa 
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耐震安全上重要な機器・配管系の影響評価の概要 
（福島第二原子力発電所４号機） 

機密性○ 

 

 

設備等 地震応答荷重 基準地震動 Ss 
シミュレーション 

解析結果 
耐震性評価結果 

地
震
荷
重
等 

原子炉 

圧力容器 

基部 

せん断力  (kN) 4360 2980 原子炉圧力容器 

（基礎ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 16200 9640 

軸力 (kN) 8420 5980 

原子炉 

格納容器 

基部 

せん断力 (kN) 25400 14000 原子炉格納容器 

（ドライウェル） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 396000 236000 

軸力 (kN) 13700 9670 

炉心シュ

ラウド 

基部 

せん断力 (kN) 5270 4660 炉心支持構造物 

（シュラウドサポート） 

基準地震動 Ssによる荷重

を下回るため評価不要 

モーメント (kN・m) 34300 28800 

軸力 (kN) 1330 930 

燃料 

集合体 
相対変位 (mm) 14.1 7.3 

制御棒（挿入性） 

評価基準値：40.0mm 

評
価
用
震
度 

燃料 

交換床 

震度（水平） (G) 0.91 0.57 残留熱除去系ポンプ 

（電動機取付ボルト） 

基準地震動 Ss による荷重

を下回るため評価不要 

震度（鉛直） (G) 0.68 0.51 

基礎版 
震度（水平） (G) 0.51 0.26 

震度（鉛直） (G) 0.62 0.36 

床
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
原
子
炉
建
屋
） 

＜原子炉建屋（O.P.18.00m）＞ 

 

主蒸気系配管 

計算値：140MPa 

評価基準値：374MPa 

 

残留熱除去系配管 

計算値：123MPa 

評価基準値：321MPa 
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観測記録と基準地震動Ssの基礎版上の床応答スペクトルの比較 
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図ⅰ－１１ 



福島第一原子力発電所１号機原子炉再循環系配管の 
耐震性評価の概要 

図ⅰ－１２ 



福島第一原子力発電所１号機非常用復水器系配管の 
耐震性評価の概要 

図ⅰ－１３ 



福島第一原子力発電所１号機サプレッションチェンバー支持脚の 
耐震性評価の概要 

    

図ⅰ－１４ 



福島第一原子力発電所１，２号機ベント管等の耐震性評価の概要（１） 

 構造図 

Ａ矢視図（平面図） 
断面図 

：評価対象部位 

リングヘッダ 

原子炉格納容器（ドライウェル） 

拡大 

サプレッション 
チェンバ 

原子炉建屋 

事故時にドライウェルに充満した 
高圧の蒸気をベント管によりサプレッション 
チェンバに導いて冷却し，格納容器内 
の圧力を低下させる。 

ベント管→ベントヘッダ→ダウンカマを介して 
サプレッションチェンバ内の水に蒸気が導かれる。 

サプレッションチェンバ 

格納容器の剛性を考慮した 
ベント管との境界条件を設定 

ベント管とサプレッションチェンバ 
間はベローズにより振動が縁切りされる 

ベントヘッダは 
ベントヘッダサポート 
により支持 

モデル化範囲 

リングヘッダは 
サプレッションチェンバに 
接続されており， 
非常用炉心冷却系 
配管が接続されている。 

 評価方法（ベント管，ダウンカマ） 

ビームモデルとシェルモデルによる複合モデルにより評価を行う。 

モデル図 

評価条件 

・原子炉格納容器胴との接合部（図の○部分）に，時刻歴応答（大型機器連成地震応答解析 
モデル質点における原子炉格納容器胴のベント管接合位置近傍の時刻歴応答）を入力する。 
 

対称条件 

対称条件 

原子炉格納容器胴 
(D/W)との接合部 

ベント管 

ベントヘッダ 

ダウンカマ 

ベントヘッダ 
サポート 

大型機器連成地震応答解析モデル（水平方向） 

この位置の 
時刻歴応答を 
入力 

 詳細評価 

 福島第一 １号機 ベント管等の耐震性評価 

図ⅰ－１５ 



福島第一原子力発電所１，２号機ベント管等の耐震性評価の概要（２） 

 評価方法（サプレッションチェンバ） 

 簡易評価（応答倍率法） 

 原子炉建屋基礎版上における本震の地震荷重（震度） を用いる。 

 本震の震度と設計時における震度との比を求め，設計時の計算値 
（応力）に乗じることにより，本震による計算値を算出（応答倍率法）。 

 

サプレッションチェンバ 

この位置の震度の比 
（本震／設計時）を求める。 

 福島第一 ２号機 ベント管等の耐震性評価 

 ベント管等の耐震性評価 
 福島第一 １号機 評価結果 

対象設備 計算値[MPa] 評価基準値[MPa]※1 裕度 評価方法 

ベント管 75 411 5.48 詳細 

ダウンカマ 120 346 2.88 詳細 

リングヘッダ 122 432 3.54 詳細 

※1:「発電用原子力設備規格 設計・建設規格JSME S NC1-2005」に示される供用状態Dに対する許容値（「原子力発電所耐震設計技術指
針JEAG4601・補-1984」に示される許容応力状態ⅣAS相当） 

対象設備 計算値[MPa] 評価基準値[MPa]※1 裕度 評価方法 

ベント管 91 418 4.59 詳細 

ダウンカマ 12 236 19.66 詳細 

サプレッションチェンバ 181 288 1.59 簡易 

※1:「発電用原子力設備規格 設計・建設規格JSME S NC1-2005」に示される供用状態Dに対する許容値（「原子力発電所耐震設計技術指
針JEAG4601・補-1984」に示される許容応力状態ⅣAS相当） 

 福島第一 ２号機 評価結果 

図ⅰ－１６ 



福島第一原子力発電所２号機炉心スプレイ系配管の耐震性評価の概要 

炉心スプレイ系概略系統図 

：評価対象配管 

CSポンプ 

サプレッションチェンバ 

CSポンプ 

サプレッションチェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉 
圧力容器 

現在原子炉の注水に用いている炉心スプレイ系について， 
本震による評価を追加で実施した。   建屋応答解析及び 

 大型機器連成地震応答
解析 

 床応答スペクトル 
の算定 

スペクトルモーダル 
解析により応力を評

価 

評価のフロー 

床応答スペクトル 

固　有　周　期　（秒）

震
　

度

0.05 0.5

1F-2 R/B　O.P. 18.70m( 減衰2.0％ )

シミュレーション解析結果（NS方向）
シミュレーション解析結果（EW方向）
基準地震動Ss（NSEW包絡）
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シミュレーション解析結果（UD方向）
基準地震動Ss（UD方向）

1F-2 R/B O.P. 18.70m（ 減衰2.0％ )

0.1 1
0

5

10

15

20

※1:「発電用原子力設備規格 設計・建設規格JSME S 
NC1-2005」に示される供用状態Dに対する許容値
（「原子力発電所耐震設計技術指針JEAG4601・補-
1984」に示される許容応力状態ⅣAS相当） 

構造強度評価結果 

配管モデル 

CS-102 
CS-104 

最大応力評価点 

最大応力評価点 

原子炉 
圧力容器 

原子炉 
格納容器 
（CS-104に続く） 
 

原子炉格納容器
(CS-102に続く） 

解析モデル 
計算値 
[MPa] 

評価 
基準値※1 

[MPa] 
裕度 

CS-102 160 375 2.34 

CS-104 200 364 1.82 

図ⅰ－１７ 



福島第一原子力発電所３号機高圧注水系配管の耐震性評価の概要 

図ⅰ－１８ 



図ⅰ－２０ 

図ⅰ－１９ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 



図ⅰ－２１ 

図ⅰ－２２ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

１号機 



図ⅰ－２３ 

図ⅰ－２４ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

２号機 

３号機 



図ⅰ－２６ 

図ⅰ－２５ 

出典： 「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に係る１号機、２号機及び３号機の炉心の状態に関する評価について（ 
平成２３年６月６日、１０月２０日一部訂正、原子力安全・保安院）」に加筆 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）を加工、
敦賀発電所１号機の非常用復水器の作動実績に係る運転記録等に関する提出について（平成２３年１１月１８日、日本原子力発電(株)）を加工 



出典： 「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に係る１号機、２号機及び３号機の炉心の状態に関する評価について（ 
平成２３年６月６日、１０月２０日一部訂正、原子力安全・保安院）」に加筆 

図ⅰ－２８ 

図ⅰ－２７ 



図ⅰ－２９ 

表ⅰ－１ 



図ⅱ－１ 

別添資料２ １～３号機の事象進展に関する整理と考察  

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 

表ⅱ－１ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 



図ⅱ－２ 

図ⅱ－３ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 



図ⅱ－４ 

図ⅱ－５ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆
筆 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）を加工 



出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

図ⅱ－６ 

図ⅱ－７ 



表ⅱ－２ 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）に加筆 

表ⅱ－３ 



図ⅱ－９ 

図ⅱ－８ 

出典：福島第一原子力発電所の事故状況及び事故進展の状況調査結果について（平成２３年１２月２２日、東京電力(株)）に加筆 

出典：福島第一原子力発電所の事故状況及び事故進展の状況調査結果について（平成２３年１２月２２日、東京電力(株)）に加筆 


